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　天念寺耶馬は、六郷満山寺院の中でも修行の寺とし
て名高い「長岩屋山天念寺」の後背に聳える岩山の景
勝地です。境内より上手には、岩林状に広がる岩峰群
が広がっており、人々を寄せ付けない険しい土地でし
たが、六郷満山の僧侶達の修行場として拓かれて以降
悠久の歴史を刻んできました。
　高く見上げた尾根に架かる石像アーチ橋「無明橋」
は一帯の風景のシンボルです。その他にも多数の岩
屋・石祠などの霊場や、鎖場や痩せ尾根などの難所が
あり、六郷満山の修行の厳しさを物語ります。現在で
は約10年に1度、六郷満山の僧侶達が国東の峯々をめ
ぐる「峯入り」を執り行いますが、中でも天念寺耶馬は
最大の難所として知られています。
　一方で、六郷満山の各寺院の寺域などを示した「建
武の注文（1337年）」によれば、寺域の北の境界を「美
尾（美しい尾根）」と記しており、天念寺耶馬は古来よ
り風光明媚な奇勝として愛でられてきたことがわか
ります。

耶馬とは？
　江戸時代の思想家・頼山陽（1781-1832）が、山国谷（現・中津市）を訪れた際、その景色を
中国風に「耶馬溪」と名付けました。その後、長年の風食によってできる奇岩の連続する風景
を「○○耶馬」と呼んで親しむ文化が生まれました。国東半島には天念寺耶馬及び無動寺耶馬
をはじめ、沢山の耶馬と呼ばれる風景があります。

鬼が棲む麗しの稜線  天念寺耶馬

天念寺耶馬

「長岩屋山天念寺境内圖」
（上田秋成『大分県社寺名勝
図録』明治37年（1904年）より）
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　天念寺は、六郷満山中山本寺の1ヶ寺で、養
老2年（718年）に仁聞菩薩が開基したと伝えら
れています。中世には「長岩屋」と呼ばれ、境内
は長さ25メートル程の大きな岩屋の中に横並
びに展開しており、屹立する岩山の中に堂宇が
建っているように見えます。寺院の中心にある
講堂と身濯神社は一体となって建てられてお
り、神仏習合の原風景を今に伝えています。谷
の至る所に「坊」と呼ばれる小寺院が開かれて
いたとされ、かつては「住僧」と呼ばれる身分の
者しか、谷の中に住むことを許されていません
でした。
　天念寺は西国東では唯一「修正鬼会」が行わ
れる寺院として有名です。僧侶が扮する鬼は
「先祖の霊」とも「国東半島に古来より棲む神」
とも言われ、松明で背や尻を打つ御加持によっ
て、「五穀豊穣」「無病息災」などの集落の人々の
祈りを叶えます。その歴史は古く、少なくとも
鎌倉時代にはその原型ができていたと言われ
ており、国指定重要無形民俗文化財に指定され
ています。

六郷満山とは？

　国東半島の６つの郷（来縄郷・田染郷・伊美郷・国東郷・武蔵郷・安岐郷）に、最大６５ヶ
寺も開かれた寺院群のこと。本山（学問の寺）、中山（修行の寺）、末山（布教の寺）に分類され、
古代～中世には巨大な組織を形成して１つの寺院として活動していました。
　中世以前の各寺院は「○○山」「○○岩屋」と呼ばれ、険しい自然の中での「行」を重要視しま
した。

昭和１６年の水害と天念寺境内の変遷
　天念寺の境内は、昭和16年（1941年）に発生し
た三畑ダムの決壊による長岩屋川の氾濫でその
大部分が流されてしまいました。水害の前の様子
として、庫裏と一体となった国東半島独特の本堂
や、川中不動の前にあった護摩堂、車橋や仁王像、
鳥居などが古い写真に収められています。
　講堂と身濯神社は一段高い所に建てられてい
たため、難を逃れました。ともに江戸時代後期の
築と分かっています。

❷

天念寺境内の歴史

水害で流された護摩堂（昭和初頭）

天念寺講堂・身濯神社

修正鬼会（旧暦１月７日）
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　天念寺には、すぐれた平安時代の仏像が多く残
されています。かつて国宝堂と呼ばれる岩屋に安
置されていた６躯の仏像の内、４躯（釈迦如来・
日光菩薩・月光菩薩・吉祥天）は現本堂に、２躯（阿
弥陀如来・勢至菩薩）は鬼会の里歴史資料館に展
示されています。
　中でも木造阿弥陀如来立像は、天念寺耶馬内の
「小両子岩屋」に伝来した像と伝わり、高さ２ｍを
超える巨像です（国指定重要文化財）。榧材の一木
造で、大粒の螺髪やY字状の衣文は、古い平安仏
に見られる特徴ですが、全体的には地方色の強い
作品で、六郷満山における仏像制作のピークであ
る平安時代後期のものとされています。
　他の像は小振りで、欠損部分も多いものの、ほ
ぼ同時期に造られたもので、腰高なプロポーショ
ンなど、六郷満山の平安仏の特徴をとらえていま
す（すべて県指定有形文化財）。

川中不動
　境内の前を流れる長岩屋川の中に佇む巨岩に
彫られた磨崖仏は、「川中不動」の名で親しまれ
ています。中央の不動明王像の高さは約3.7m、
両脇に控える二童子は約1.8ｍと大きく、明治時
代の銅版画には「仁聞作川中ノ不動」と記載され
ますが、実際は室町時代頃の作とされます。優し
い顔立ちをしており、暴れ川であった長岩屋川
を鎮めるために彫られたと伝えられています。
　よく見ると梁を通した“ほぞ穴”が幾つか見
え、磨崖仏の前に護摩堂が付属していたことも
分かっています（P2下段参照）。
　更に時代を遡る遺構として、磨崖仏の上部に
陶製経筒を収めていた経塚が２つ発見されてい
ます。そのことから磨崖仏が彫られる遥か昔の
平安時代からこの巨岩に対する信仰があったこ
とが確かめられました。陶製経筒は鬼会の里歴
史資料館で展示しています。

❸

天念寺の仏様

木造阿弥陀如来立像（鬼会の里歴史資料館）

長岩屋川に佇む川中不動

木造勢至菩薩立像 木造釈迦如来坐像

てん ねん さまじ ほとけ

ごこ ふた

かや

ら ほつ え もん

きょうづかとうせいきょうづつ



　天念寺耶馬の風景を景勝地として捉えた最初の人
物は、豊後三賢の１人で、江戸時代を代表する自然哲
学者・三浦梅園（1723-1789）であったとされていま
す。安岐町（現国東市）出身の梅園は、国東半島を周遊
して地域の歴史を紐解き、とりわけ六郷満山について
深い造詣があったとされています。
　梅園は天念寺耶馬の風景について漢詩を詠み、その
詩文を鳥居に刻んで残しました。残念ながらその鳥居
は、昭和１６年の水害で流されてしまいましたが、そ
の一部が本堂脇に残されています。幸い古写真や、詩
集『梅園詩稿』によってその全文を知ることができま
す。
　「維此仙蹤遠自養老（この養老より続く行者達の足跡を）
 　仰夫神徳天門之道（霊験あらたかな天門の道を仰ぎ見る）
 　社鼓其鏜盥薦黍稲（社の太鼓を鳴らして、穀物を供え祀れば）
 　有凶斯感誠敬以保」（凶事をとどめ、神への敬いが保たれる）
　養老の頃よりこの天念寺耶馬で修行に励んだ行者
達の悠久の歴史に対して膨らませたイメージを漢詩
にしたもので、行者の歩く峯道を「天門之道」と表現し
ています。

　三浦梅園の天念寺境内の見方は、「借
景」的な視点であったと言えます。
　借景とは、日本庭園などに見られる技
法で、遠くにある自然風景を、庭園内の風
景に取り込むことです。
　天念寺の境内も、本堂や身濯神社など
が配置される狭い範囲を見るのではな
く、背後の天念寺耶馬の風景と一緒に見
ることで、1300年続く六郷満山の厳しい
修行が行われた地であることをより一層
感じることができます。梅園の視点で天
念寺耶馬を見てみると、国東半島の寺院や岩峰の印象も変わってくるかもしれません。
　天念寺耶馬を下から見上げた時に見える修行場には、無明橋や岩屋（火灯岩屋・龍門岩屋な
どが視認できます）、竜ヶ鼻の石祠などがあります。

❹

三浦梅園と天念寺耶馬

耶馬は寺院の歴史を映し出す

三浦梅園撰詩文鳥居残文

天念寺耶馬遠景
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六郷満山最大の修行「峯入り」
　六郷満山では、古の国東半島で山岳修行をしたとさ
れる仁聞菩薩の足跡を訪ね、半島の峯々を一周する
修行「峯入り」を創始しました。宇佐神宮の記録には
斉衡２年(855年)には峯入りを行ったことが記され、
峯入りはわが国最古の回峰行の１つとされています。
　近代になると六郷満山の僧侶達が連れだって峯入
りを行う「集団峯入り」の形式へと変化し、現在では
約10年に1度行われます。六郷満山では峯入りを踏破
していない僧侶は一人前として認められず、また、峯入
りの行列を先導する大先達は最大の名誉とされてい
ます。

天念寺耶馬の岩屋を巡る
　天念寺耶馬には、麓から尾根に向かって、峯入り関係の
史料で「イバラの内」と呼ばれる細道が拓かれています。そ
の要所には岩屋と呼ばれる小寺院があって、それぞれが神
聖な霊場として現在に伝わっています。
【忌堂岩屋】
　「天念寺由緒書」によれば五輪塔を本尊とする岩屋。小
型の国東塔や板碑なども祀られています。
【小両子岩屋】
　天念寺の末寺として峯入りの札所にも連ねられていま
す。鬼会の里歴史資料館の木造阿弥陀如来立像は、元 こ々
の岩屋に安置されていたと伝わっています。２つある岩屋の
間には磨崖宝塔も彫られています。
【鳥岩屋】
　不動明王の石仏を祀る小さな岩屋。崖を削って簡易な石
段が造られています。
【福永岩屋】
　毘沙門天の石仏を祀る小さな岩屋。かなり狭い窪状の地
形を利用しています。
【火灯岩屋】
　絶壁の鎖場の上にある岩屋。本尊は大日如来とされてい
ます。２段構成の岩屋に三十三観音が安置されています。
【龍門岩屋】
　一連の岩屋とは少し離れた場所にあり、針の耳から尾根
に上がると対面に見える岩屋です。天念寺の末寺として峯
入りの札所にもなっています。２棟の建物を繋いだ現在の
堂宇は、明治時代の銅版画にも描きこまれているものです。

❺

天念寺耶馬の修行の風景

忌堂岩屋

江戸時代の峯入りのルート

小両子岩屋

福永岩屋
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針の耳をくぐって尾根へ･･･
　火灯岩屋にたどり着くと、そこから先は天念寺耶馬の尾根へ
登る道が続いています。くぐり抜けることは生まれ変わりを意
味する細い岩穴「針の耳」を抜けると、危険な鎖場の連続がはじ
まります。
　尾根に出ると南側の視界が一気に開けます。西側には都甲谷
の集落が、東側には上長岩屋から鬼城耶馬（並石）にかけての岩
峰群が一望できます。「人間の世界」と「鬼の棲む異界」の狭間に
立っているような、国東半島でしか見られない風景です。

無明橋、そして無動寺耶馬の岩壁に出会う
　天念寺耶馬の最深部、境内との高低差は実に100ｍ超の岩場
を繋ぐ、幅1.2ｍ、長さ5.7ｍのアーチ橋「無明橋」は天念寺耶馬
の修行を象徴する地として知られています。古くは「無命橋」と
表記されることもあり、邪な心を持つ者、仏への信心がない者
が渡ろうとすると、落ちてしまうと伝えられています。
　明治時代の銅版画に見えず、大正時代に木製の橋から架け替
えられたといわれていますが、架橋に関する経緯などは分かっ
ていません。
　無明橋のある尾根に至ると、北側（黒土側）の視界が開け、無
動寺耶馬の岩壁がよく見えます。峯入りの行者達も次の目的地
である無動寺の岩峰をここから眺め、法螺貝を吹いていたのか
もしれません。

❻

龍門岩屋（左）と岩林の風景針の耳

鎖場をゆく行者達

無明橋

　天念寺耶馬の峯道は修行場であり、鎖場などの大変危険な箇所が多く、
ロングトレイルのルールに則った登山を除いては、関係者以外の入山を
禁止しています。尾根からの景色は、写真や映像などでお楽しみ下さいま
すようお願いいたします。

※注意
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鬼会の里 歴史資料館

無動寺無動寺

無明橋無明橋

天念寺天念寺

川中不動川中不動

２つの耶馬は峯道で出逢う

❶天念寺講堂
❷天念寺身濯神社
❸川中不動
❹三浦梅園撰詩文鳥居残欠
❺天念寺本堂
❻鬼会の里歴史資料館
❼忌堂岩屋
❽小両子岩屋
❾鳥岩屋
10福永岩屋

11火灯岩屋・針の耳
12龍ヶ鼻
13無明橋
14龍門岩屋
15無動寺本堂
16無動寺身濯神社
17不動岩屋
18無動寺無明橋・蝉ヶ鼻
19無動寺耶馬展望所
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無動寺耶馬の解説は巻末から

天念寺耶馬の解説は巻頭から
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無動寺耶馬を見下ろす無動寺耶馬を見下ろす
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天念寺耶馬のアーチが見える天念寺耶馬のアーチが見える

❼



鬼会の里 歴史資料館

無動寺無動寺

無明橋無明橋

天念寺天念寺

川中不動川中不動

２つの耶馬は峯道で出逢う

❶天念寺講堂
❷天念寺身濯神社
❸川中不動
❹三浦梅園撰詩文鳥居残欠
❺天念寺本堂
❻鬼会の里歴史資料館
❼忌堂岩屋
❽小両子岩屋
❾鳥岩屋
10福永岩屋

11火灯岩屋・針の耳
12龍ヶ鼻
13無明橋
14龍門岩屋
15無動寺本堂
16無動寺身濯神社
17不動岩屋
18無動寺無明橋・蝉ヶ鼻
19無動寺耶馬展望所
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無動寺耶馬の解説は巻末から

天念寺耶馬の解説は巻頭から
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ま
す
。

　千
年
以
上
変
わ
ら
な
い
こ
の
景
色
は
、僧
侶
や

文
人
ら
に
よ
っ
て
様
々
な
視
点
で
捉
え
ら
れ
、二
つ

で
一
つ
の
名
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　天
念
寺
耶
馬
及
び
無
動
寺
耶
馬
の
風
景
は
峯
道
で

結
ば
れ
て
い
ま
す
。天
念
寺
無
明
橋
か
ら
は
無
動
寺

耶
馬
が
見
え
、そ
れ
と
同
様
に
無
動
寺
無
明
橋
か
ら

は
天
念
寺
耶
馬
が
見
え
ま
す
。

　千
年
以
上
変
わ
ら
な
い
こ
の
景
色
は
、僧
侶
や

文
人
ら
に
よ
っ
て
様
々
な
視
点
で
捉
え
ら
れ
、二
つ

で
一
つ
の
名
勝
と
な
り
ま
し
た
。

無動寺耶馬を見下ろす無動寺耶馬を見下ろす

548

548

654

天念寺耶馬のアーチが見える天念寺耶馬のアーチが見える

❽



❾

無
動
寺
耶
馬
の
修
行
場
を
ゆ
く

無
動
寺
耶
馬
の
峯
道
を
ゆ
く

　

無
動
寺
耶
馬
の
霊
場
は
、
無
動
寺
境
内
の
隣
に
石
段
が
見
え
る
身
濯
神
社
か

ら
入
り
ま
す
。

　

あ
る
程
度
進
む
と
山
側
の
崖
面
に
岩
屋
が
見
え
て
き
ま
す
。
岩
屋
に
付
属
す

る
小
堂
は
岩
を
削
っ
て
つ
く
っ
た
細
い
道
の
先
に
あ
り
、
小
堂
が
著
し
く
風
化

し
て
い
る
た
め
、
近
く
に
行
く
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
不
動
明
王
の
石
仏
を

祀
っ
て
い
る
た
め
、「
不
動
岩
屋
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
不
動
岩
屋
を
越
え
る
と
鎖
場
が
現
れ
、
鎖
を
頼
り
に
岩
を
削
っ
て
つ
く
っ

た
階
段
を
登
り
、
岩
壁
づ
た
い
に
先
に
進
ん
で
ゆ
き
ま
す
。
す
る
と
、
目
の
前

に
露
頭
を
渡
す
無
動
寺
耶
馬
の
無
明
橋
が
見
え
て
き
ま
す
。
無
動
寺
耶
馬
の
無

明
橋
は
、
細
長
い
棒
状
の
岩
を
４
本
組
み
合
わ
せ
て
架
け
た
幅
１
ｍ
、
長
さ
４

ｍ
程
の
桁
橋
で
す
。

天
念
寺
耶
馬
の
ア
ー
チ
に
出
逢
う

　

岩
場
を
回
り
こ
ん
で
無
明
橋
を
渡
る
と
、
南
側
に
独
立
し

た
露
頭
に
出
ま
す
。
そ
の
先
に
は
弘
法
大
師
の
石
仏
を
収
め

る
石
祠
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
露
頭
は
下
か
ら
見
上
げ
れ
ば
丁

度
蝉
の
頭
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
蝉
ヶ
鼻
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
よ
く
見
る
と
石
祠
の
屋
根
の
一
部
を
下

か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
に
立
つ
と
、
南
側
（
長
岩
屋
側
）
の
視
界
が
開
け
、

天
念
寺
耶
馬
の
岩
峰
が
よ
く
見
え
ま
す
。
よ
く
見
る
と
天
念

寺
耶
馬
の
無
明
橋
の
ア
ー
チ
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
峯

入
り
の
行
者
達
も
、
無
明
橋
を
渡
っ
て
天
念
寺
耶
馬
を
振
り

返
っ
て
眺
め
、
今
ま
で
の
行
程
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

身濯神社

不動岩屋

無動寺無明橋

無動寺耶馬の頂上からの眺望

無動寺耶馬の峯道は修行場であり、鎖場などの大変危険な
箇所が多く、関係者以外の入山を禁止しています。尾根か
らの景色は、写真や映像などでお楽しみ下さいますようお
願いいたします。

む

ど
う

じ

や

ば

し
ゅ
ぎ
ょ
う
ば

※注意

せ
み
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昭
和
四
年
（
一
九
二
九
年
）、
国
東
半
島
を
訪
れ
た
俳
人
・
種
田
山
頭
火
に
よ
っ

て
、
無
動
寺
耶
馬
一
帯
の
景
色
は
高
く
評
価
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
頭
火
は
九
州
三
十
三
観
音
霊
場
巡
り
で
、
豊
後
高
田
を
訪
れ
、
天
念
寺
か

ら
山
を
越
し
て
椿
堂
、
そ
し
て
両
子
寺
を
詣
で
て
、
赤
根
の
宿
に
泊
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
時
に
、
萩
原
井
泉
水
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
書
翰
の
中
で
「
今
日
は

し
ぐ
れ
る
岩
山
を
四
つ
越
え
ま
し
た
。
両
子
寺
、
天
念
寺
、
椿
堂
、
ど
れ
も
岩

山
の
景
観
を
占
め
て
を
り
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は
小
耶
馬
渓
と
で
も
い
ひ
た
い

山
間
で
あ
り
ま
す
」と
一
帯
の
風
景
に
つ
い
て
綴
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、俳
句「
い

た
ゞ
き
の
し
ぐ
れ
に
た
ゝ
ず
む
」
な
ど
を
詠
ん
で
お
り
、
山
頭
火
が
秋
雨
に
濡

れ
た
国
東
の
風
景
に
感
動
し
て
い
た
様
子
が
伝
わ
り
ま
す
。

種
田
山
頭
火
と
国
東
の
耶
馬

　

現
在
、
無
動
寺
や
そ
の
境
外
堂
で
あ
っ
た
椿
堂
な
ど
に
お
い
て
、
大
師
信
仰

が
深
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
年
）
に
天
念
寺
僧
・

盛
殿
法
印
が
、
四
国
遍
路
道
を
行
脚
し
、
各
霊
場
を
都
甲
か
ら
真
玉
の
谷
に
移

し
た
も
の
（
豊
後
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
）
を
は
じ
め
と
し
、
国
東
半
島
中
に

広
ま
っ
た
も
の
で
す
。
中
で
も
真
玉
谷
の
そ
れ
は
真
言
宗
の
霊
場
と
な
っ
た
椿

堂
を
中
心
に
盛
ん
に
行
わ
れ
、
弘
法
大
師
の
石
造
を
至
る
所
で
目
に
し
ま
す
。

豊
後
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
巡
り
で
は
、
無
動
寺
耶
馬
の
霊
場
も
ル
ー
ト
に
組

み
込
ま
れ
、
各
岩
屋
・
無
明
橋
な
ど
の
難
所
も
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

旧
暦
の
三
月
二
十
一
日
に
は
、
弘
法
大
師
の
石
仏
が
伝
わ
る
寺
院
小
堂
や
家
々

で
「
お
せ
っ
た
い
」
と
呼
ば
れ
る
講
が
行
わ
れ
ま
す
。
お
せ
っ
た
い
の
日
に
は
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
各
講
を
回
っ
て
弘
法
大
師
に
手
を
合
わ
せ
ま
す
。

豊
後
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
と
お
せ
っ
た
い

しぐれる無動寺耶馬

屋山から見た国東の耶馬

椿　堂

おせったいの様子

た
ね

だ

さ
ん

と
う

か

く
に

さ
き

や

ば

ぶ
ん

ご

し

こ
く
は
ち

は
ち

か

し
ょ
れ
い
じ
ょ
う

じ
ゅ
う

じ
ょ
う
で
ん
ほ
う
い
ん

は
ぎ
わ
ら
せ
い
せ
ん
す
い
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二
躯
の
木
造
薬
師
如
来
坐
像

　

鎌
倉
時
代
の
六
郷
満
山
寺
院
の
仏
事
の
内
容
等
を
示
し
た
「
安
貞
目
録
（
一

二
二
八
年
）」
に
よ
れ
ば
、
中
世
の
無
動
寺
の
本
尊
は
薬
師
如
来
で
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
無
動
寺
に
は
二
躯
の
薬
師
如
来
像
が
伝
来
し
て
い
ま
す
。

　

十
二
神
将
を
周
り
に
配
す
る
像
は
、
高
さ
一
五
五
セ
ン
チ
。
無
動
寺
本
堂
の

像
の
中
で
は
最
も
古
様
を
示
し
（
十
一
世
紀
後
半
の
作
）、
は
っ
き
り
と
し
た
顔

立
ち
に
大
粒
の
螺
髪
、
胸
部
の
肉
取
り
も
厚
く
、
翻
波
式
衣
文
の
名
残
が
見
え

ま
す
。
旧
無
動
寺
か
ら
移
動
し
て
き
た
と
伝
わ
り
、
中
世
の
記
録
に
見
え
る
無

動
寺
本
尊
は
、
本
像
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
一
躯
の
薬
師
如
来
像
は
、
伝
弥
勒
菩
薩
と
さ
れ
る
像
で
、
大
き
め
な
頭

部
な
ど
か
ら
、大
日
如
来
像
と
作
風
が
似
て
い
ま
す
。
高
さ
は
一
二
五
セ
ン
チ
で
、

十
二
世
紀
後
半
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

表
情
豊
か
な
石
仏
た
ち

　

無
動
寺
本
堂
の
裏
手
の
丘
陵
に
は
、
小

さ
な
三
十
三
観
音
霊
場
が
つ
く
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
を
巡
る
こ
と
で
ご
利
益
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
ま
す
。
馬
頭
観
音

や
如
意
輪
観
音
の
石
仏
は
小
さ
い
な
が
ら

も
細
や
か
に
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
心
癒
さ

れ
る
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
十
六
羅
漢
と
十
大
弟
子
の
石
仏

も
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
表
情
豊
か
な
羅

漢
様
と
、
そ
の
後
背
に
聳
え
る
無
動
寺
耶

馬
の
岩
峰
の
組
み
合
わ
せ
は
、
無
動
寺
境

内
の
名
所
と
し
て
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

木造薬師如来坐像　附十二神将

木造薬師如来坐像

十六羅漢五輪塔と十大弟子像

ら
か
ん

ほ
つ

ら

ほ
ん
ば
し
き
え
も
ん



　

無
動
寺
に
は
平
安
時
代
の
す
ぐ
れ
た
仏
像
が
多
数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
造

薬
師
如
来
坐
像
（
附　

十
二
神
将
）・
木
造
薬
師
如
来
坐
像
・
木
造
大
日
如
来
坐
像
・

木
造
不
動
明
王
像
の
四
躯
の
像
は
、
所
謂
半
丈
六
の
大
き
さ
を
誇
り
、
平
安
時

代
の
無
動
寺
が
か
な
り
の
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て

十
六
躯
に
も
な
る
各
像
は
全
て
県
指
定
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

木
造
大
日
如
来
坐
像

　

木
造
大
日
如
来
坐
像
は
、
高
さ
一
七
八
セ
ン
チ
と
無
動
寺
の
仏
像
で
も
最
も

大
き
く
、
宝
冠
を
着
け
、
定
印
を
結
ぶ
胎
蔵
界
の
大
日
如
来
を
あ
わ
ら
し
て
い

ま
す
。
頭
部
は
や
や
大
き
く
つ
く
ら
れ
、
や
や
稚
拙
な
表
現
も
あ
り
ま
す
が
、

十
二
世
紀
後
半
の
地
方
作
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
造
不
動
明
王
坐
像

　

無
動
寺
の
現
本
尊
は
本
堂
内
陣
の
中
心
に
坐
す
不
動
明
王
で
す
。
高
さ
一
一

五
セ
ン
チ
と
他
の
像
と
比
べ
る
と
少
し
控
え
め
な
大
き
さ
で
す
が
、
丸
み
を
帯

び
た
頬
な
ど
に
見
ら
れ
る
表
現
が
、
国
風
文
化
薫
る
平
安
時
代
後
期
の
「
和
様
」

を
見
せ
、
肉
取
り
や
衣
文
等
の
表
現
は
非
常
に
洗
練
さ
れ
て
お
り
、
国
東
半
島

地
方
仏
の
代
表
作
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

　

不
動
明
王
と
言
え
ば
忿
怒
相
を
表
し
、
宝
剣
や
羂
索
に
よ
っ
て
悪
魔
を
滅
し
、

燃
え
盛
る
火
炎
に
よ
っ
て
煩
悩
を
滅
す
る
仏
様
で
す
が
、
六
郷
満
山
で
は
峯
入

り
の
修
行
の
際
に
僧
侶
達
を
守
護
し
て
く
れ
る
と
厚
く
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
柔
和
で
優
し
い
表
情
を
し
た
像
が
多
く
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
不
動
明
王
像
も
人
々
を
優
し
く
見
守
る
存
在
と
し
て
、「
黒
土
不
動
」
と
親

し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
像
は
か
つ
て
「
中
之
坊
」
に
所
在
し
た
と
さ
れ
、
現
無
動
寺
に
移
動
さ

せ
る
と
き
に
担
ぎ
棒
が
折
れ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
旧
無
動
寺
傍
の
「
不
動
屋
敷
」

の
小
堂
に
移
し
、
昭
和
に
入
っ
て
無
動
寺
境
外
堂
で
あ
っ
た
椿
堂
へ
、
昭
和
四

十
五
年
に
な
っ
て
漸
く
現
無
動
寺
へ
と
移
動
し
て
き
ま
し
た
。

12

無
動
寺
の
仏
様

木造大日如来坐像

木造不動明王坐像

む

ど
う

ほ
と
け
さ
ま

じ

ふ
ん

け
ん
さ
く

ぬ



中
世
の
無
動
寺
境
内
（
下
黒
土
区
身
濯
神
社
）

　

中
世
の
無
動
寺
は
、「
小
岩
屋
」
と
呼
ば
れ
た
寺
院
で
、「
安
貞
目
録
（
一
二

二
八
年
）」
に
よ
れ
ば
、
中
山
寺
院
の
中
で
も
多
く
の
仏
事
を
執
り
行
う
中
核
寺

院
の
一
つ
で
し
た
。
場
所
は
下
黒
土
の
身
濯
神
社
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
同
神
社

に
は
無
動
寺
時
代
の
文
化
財
が
多
数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
本
殿
は
、
人
為
的
に
つ
く
ら
れ
た
岩
屋
の
中
に
鎮
座
し
て
お
り
、
そ
の
近

く
に
残
さ
れ
た
銘
文
か
ら
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
年
）
に
現
在
の
社
殿
配
置
に

な
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

本
殿
が
造
ら
れ
た
岩
壁
に
は
、
磨
崖
種
子
と
磨
崖
宝
塔
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

磨
崖
種
子
は
、
直
径
一
三
〇
セ
ン
チ
の
円
の
中
に
阿
弥
陀
如
来
の
種
子
を
刻
む

も
の
で
、
鎌
倉
〜
南
北
朝
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時

期
の
磨
崖
宝
塔
は
西
側
四
基
、
東
側
七
基
の
計
十
一
基
あ
り
、
高
さ
は
約
一
メ
ー

ト
ル
で
側
面
に
納
入
孔
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

無
動
寺
の
移
動

　

旧
無
動
寺
の
領
域
は
広
く
、
南
北
朝
時
代

の
六
郷
満
山
寺
院
の
寺
域
な
ど
を
示
し
た「
建

武
の
注
文
（
一
三
三
七
年
）」
に
よ
れ
ば
、
末

寺
と
し
て
三
つ
の
岩
屋
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、

十
二
の
坊
が
展
開
し
て
い
た
と
さ
れ
ま
す
。

当
時
の
文
化
財
と
し
て
、
中
之
坊
跡
の
中
之

坊
磨
崖
仏
（
市
指
定
史
跡
）
や
、
領
域
内
の

四
王
石
屋
に
造
ら
れ
た
福
真
磨
崖
仏
（
県
指

定
史
跡
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
、
無
動
寺
は
下
黒
土
か

ら
中
黒
土
の
現
無
動
寺
へ
と
、
よ
り
良
い
修

行
場
を
求
め
て
移
動
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
際
に
、
現
無
動
寺
の
隣
に
あ
る

身
濯
神
社
も
一
緒
に
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
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無
動
寺
境
内
の
歴
史

旧無動寺（下黒土区身濯神社）

現無動寺本堂

大正時代の無動寺（『西国東郡誌』より）

磨崖宝塔群

●下黒土区身濯神社（旧無動寺）
●中之坊磨崖仏

無動寺周辺地図

●福真磨崖仏

●●
大岩
（旧無動寺と黒土石屋の境）

椿光寺●

本松房●

無動寺耶馬
654

無動寺
至天念寺→

←至真玉

●椿堂

む

ど
う

じ

け
い

だ
い

れ
き

しみ
そ
そ
ぎ

ま
が
い
し
ゅ
じ



　

無
動
寺
耶
馬
は
、
六
郷
満
山
の
修
行
の
寺
「
威
王
山
無
動
寺
」
の
後
背
に
聳

え
る
岩
山
の
景
勝
地
で
す
。
境
内
の
裏
手
に
は
圧
倒
的
な
大
き
さ
の
岩
壁
が
迫
っ

て
お
り
、大
正
時
代
の
地
誌
『
西
国
東
郡
誌
』
で
は
「
奇
勝
中
の
奇
、絶
景
中
の
景
」

と
称
さ
れ
、
そ
れ
以
後
、
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
無

動
寺
は
現
在
、
不
動
明
王
を
厚
く
信
仰
す
る
寺
院
と
し
て
著
名
で
す
が
、
無
動

寺
耶
馬
の
天
を
衝
く
よ
う
な
岩
壁
は
不
動
明
王
の
よ
う
な
力
強
さ
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

無
動
寺
は
江
戸
時
代
に
川
下
か
ら
移
動
し
て
き
て
お
り
、
古
代
中
世
の
頃
、

現
無
動
寺
の
位
置
に
は
「
黒
土
」
も
し
く
は
「
黒
土
石
屋
」
と
呼
ば
れ
た
寺
院

が
あ
り
ま
し
た
。
信
仰
の
場
で
あ
っ
た
岩
屋
や
、
鎖
場
・
無
明
橋
な
ど
の
難
所

が
あ
り
、
六
郷
満
山
の
修
行
の
厳
し
さ
を
物
語
り
ま
す
。
他
に
も
豊
後
四
国
八

十
八
箇
所
な
ど
の
霊
場
巡
り
の
ル
ー
ト
に
組
み
込
ま
れ
、
や
が
て
そ
の
中
心
的

寺
院
と
な
っ
て
ゆ
く
椿
堂
の
修
行
場
に
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

六
郷
満
山
の
各
寺
院
の
寺
域
な
ど
を
示
し
た
「
建
武
の
注
文
（
一
三
三
七
年
）」

に
よ
れ
ば
、
東
西
の
境
を
「
美
尾
（
美
し
い
尾
根
）」
と
し
て
お
り
、
当
時
か
ら

岩
峰
に
囲
ま
れ
た
景
色
の
中
に
境
内
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
分
か
り
ま
す
。

黒
土
石
屋
の
歴
史

　

黒
土
石
屋
は
、
六
郷
満
山
中
山
本
寺
の
一
ヶ
寺
で
、
六
郷
満
山
の
寺
院
を
列

挙
し
た「
安
貞
目
録（
一
二
二
八
年
）」に
よ
れ
ば
、馬
頭
観
音
を
本
尊
と
す
る「
仙

室
（
岩
室
）」
の
寺
院
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

六
郷
満
山
で
決
め
事
を
す

る
際
の
中
山
寺
院
代
表
の

一
ヶ
寺
に
な
っ
て
い
る
史
料

も
あ
り
、
当
時
は
寺
勢
も
盛

ん
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
時
代
と
共
に
「
黒
土
山

多
門
寺
」「
本
松
院
（
房
）」

と
寺
名
が
変
化
し
、
現
在
は

上
黒
土
に
小
庵
が
残
っ
て
い

る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
境
内
跡

に
あ
た
る
無
動
寺
に
も
中
世

の
石
造
物
が
残
さ
れ
て
お

り
、
特
に
本
堂
前
に
横
た
わ

る
巨
大
な
宝
篋
印
塔
の
部
材

か
ら
、
中
世
の
黒
土
石
屋
の

信
仰
の
強
さ
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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天
を
衝
く
不
動
の
岩
壁  

無
動
寺
耶
馬

無動寺耶馬

無動寺耶馬遠景

て
ん

つ

ふ

ど
う

が
ん
ぺ
き

む

ど
う

じ

や

ば

な
か
や
ま
ほ
ん

あ
ん
て
い

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

た

ほ
ん
し
ょ
う
い
ん

ぼ
う

も
ん
じ

い
わ

じ

や
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